
基本情報
科目名 道徳教育の指導法

時間割コード 0529901101

ナンバリングコード

開講所属 看護福祉学部口腔保健学科

ターム・学期 2025年度　第２学期

曜限 他

開講区分 第２学期

単位数 2.0

学年 4

主担当教員 森江　一史

科目区分 卒業要件外の科目　要件外

必選区分 選択

授業計画

・学校の教育活動全体で取り組む道徳教育及び「道徳科」の授業づくりの実践について取り上げる。
・授業の計画・内容は、学修者のニーズに合わせて一部変更する場合がある。
・事前学修については、授業のテーマ（内容）についての下調べをしておく。
・事後学習については、講義で疑問に感じたことや発展的なことについて調べることを指導する。

授業計画

No. 内容（担当） 事前・事後学修 備考

1 ガイダンス：「道徳」って何だろう 事前学修：小中学生時の「道徳」授業を
テーマにしたディスカッションの準備を
しておく。（2時間）
事後学修：本時の学習内容で関心を持っ
たことをまとめる。（2時間）

2 道徳教育の歴史Ⅰ（戦前の道徳教育） 事前学修：「修身」「教育勅語」の概要
についてまとめておく。（2時間）
事後学修：本時の学習内容で関心を持っ
たことをまとめる。（2時間）

詳細情報
授業の目的・到達目標 １　道徳の本質（道徳とは何か）を説明することができる。

２　学習指導要領に示された道徳教育及び道徳科の目標及び主な内容を理解し、説明することがで
きる。
３　学校における道徳教育の指導計画や教育活動全体を通じた指導の必要性を理解し、説明するこ
とができる。
４　道徳科の特性を踏まえた学習評価の在り方を理解し、説明することができる。

履修上の注意事項 ・授業の計画・内容は、受講者数及びニーズに応じて一部変更する場合がある。
・授業の中でグループワークやグループディスカッションを取り入れるので、自分の学修経験を活
かし積極的に参加すること。
・可能な限り、スマートフォン、タブレット、ノートパソコン等の情報機器を持って参加すること
。（所有していない等の場合は個別に対応するので申し出ること）
・事前に参考資料に目を通し、事後には復習をしておくこと。(120分)

評価方法 ・毎回授業時に提出する小レポート（60％）、期末レポート（30％）、発表（10％）
・フィードバックとして、小レポートに対する解説を次の授業回に行う。

テキスト ・教科書は使用しない。
・必要に応じて「（小・中）学習指導要領解説―特別の教科道徳編」を文部科学省HPから各自でダ
ウンロードし、活用できるようにしておくこと。

参考文献 ・参考資料については、授業中に適宜紹介する。

実務経験のある教員による授業の
有無

有

実務経験・実務経験を活かした教
育内容

・小学校教諭として学校教育全体を通しての道徳教育や道徳授業を実践、また指導主事、学校管理
職、教育センター所長として授業づくりを指導した経験を活かして、具体的な指導計画・授業実践
・評価の実例を取り上げながら授業を展開していく。

アクティブ・ラーニング及びICTを
取り入れた授業の実施

・授業内容に応じて、実践事例の紹介を行い、探究的な学び、調べ学習、グループワーク、ディス
カッション、ケーススタディ、ロールプレイなどを取り入れる。
・グループワーク等に、ICTを駆使した協働的な学びを通して資料作成およびプレゼンテーションを
行う。

担当教員情報
教員名

森江　一史



・学校の教育活動全体で取り組む道徳教育及び「道徳科」の授業づくりの実践について取り上げる。
・授業の計画・内容は、学修者のニーズに合わせて一部変更する場合がある。
・事前学修については、授業のテーマ（内容）についての下調べをしておく。
・事後学習については、講義で疑問に感じたことや発展的なことについて調べることを指導する。

授業計画

No. 内容（担当） 事前・事後学修 備考

3 道徳教育の歴史Ⅱ（戦後の道徳教育） 事前学修：「初期社会科」の概要につい
てまとめておく。（2時間）
事後学修：本時の学習内容で関心を持っ
たことをまとめる。（2時間）

4 道徳教育の歴史Ⅲ（「道徳の時間」の特
設）

事前学修：「特設道徳」の概要について
まとめておく。（2時間）
事後学修：本時の学習内容で関心を持っ
たことをまとめる。（2時間）

5 現在社会における道徳教育の課題 事前学修：「道徳教育の課題」をテーマ
にしたディスカッションの準備をしてお
く。（2時間）
事後学修：本時の学習内容で関心を持っ
たことをまとめる。（2時間）

6 学校における道徳教育の意義と内容 事前学修：「道徳教育の必要性」をテー
マにしたディスカッションの準備をして
おく。（2時間）
事後学修：本時の学習内容で関心を持っ
たことをまとめる。（2時間）

7 学校における道徳教育の指導体制と計画 事前学修：「道徳科授業を誰が担当すべ
きか」をテーマにしたディスカッション
の準備をしておく。（2時間）
事後学修：本時の学習内容で関心を持っ
たことをまとめる。（2時間）

8 学習指導要領に示された「特別の教科道
徳」の目標・内容

事前学修：文部科学省ＨＰから「道徳科
」の内容等について情報収集しておく。
（2時間）
事後学修：本時の学習内容で関心を持っ
たことをまとめる。（2時間）

9 道徳科の学習指導案の内容・展開の工夫
（ねらい、発問、板書の構成）

事前学修：前時に配布した参考資料を読
んで、学習指導案のイメージを持ってお
く。（2時間）
事後学修：本時の学習内容で関心を持っ
たことをまとめる。（2時間）

10 道徳科授業づくりの実際Ⅰ（考え、議論
する道徳とは）

事前学修：前時に配布した参考資料を読
んで、学習指導案のイメージを持ってお
く。（2時間）
事後学修：本時の学習内容で関心を持っ
たことをまとめる。（2時間）

11 道徳科授業づくりの実際Ⅱ（体験的活動
の視点）

事前学修：前時に配布した参考資料を読
んで、学習指導案のイメージを持ってお
く。（2時間）
事後学修：本時の学習内容で関心を持っ
たことをまとめる。（2時間）

12 道徳科授業づくりの実際Ⅲ（問題解決の
視点）

事前学修：前時に配布した参考資料を読
んで、学習指導案のイメージを持ってお
く。（2時間）
事後学修：本時の学習内容で関心を持っ
たことをまとめる。（2時間）

13 道徳科の模擬授業にチャレンジ（グルー
プ内）

事前学修：前時に配布した参考資料を読
んで、授業展開のイメージを持っておく
。（2時間）
事後学修：本時の学習内容で関心を持っ
たことをまとめる。（2時間）

14 道徳科の模擬授業にチャレンジ（代表に
よる授業研究会）

事前学修：前時に配布した参考資料を読
んで、授業展開のイメージを持っておく
。（2時間）
事後学修：本時の学習内容で関心を持っ
たことをまとめる。（2時間）



・学校の教育活動全体で取り組む道徳教育及び「道徳科」の授業づくりの実践について取り上げる。
・授業の計画・内容は、学修者のニーズに合わせて一部変更する場合がある。
・事前学修については、授業のテーマ（内容）についての下調べをしておく。
・事後学習については、講義で疑問に感じたことや発展的なことについて調べることを指導する。

授業計画

No. 内容（担当） 事前・事後学修 備考

15 「道徳教育の指導法」で学んだこと 事前学修：これまで取り上げた資料等を
整理し、学修を振り返っておく。（2時間
）
事後学修：本時の学習内容で関心を持っ
たことをまとめる。（2時間）



基本情報
科目名 特別活動・総合的な学習の時間の指導法

時間割コード 0529901201

ナンバリングコード Ｈ29019-L

開講所属 看護福祉学部口腔保健学科

ターム・学期 2025年度　第１学期

曜限 月　1

開講区分 第１学期

単位数 2.0

学年 2

主担当教員 森江　一史

科目区分 卒業要件外の科目　要件外

必選区分 選択

授業計画

・特別活動及び総合的な学習（探究）の時間の授業づくりの実践について取り上げる。
・授業の計画・内容は、一部変更する場合がある。
・事前学修については、授業のテーマ（内容）についての下調べをしておく。
・事後学習については、講義で疑問に感じたことや発展的なことについて調べることを指導する。

授業計画

No. 内容（担当） 事前・事後学修 備考

1 ガイダンス：世界が「TOKKATSU」に注目
する理由

事前学修：世界の学校へ「輸出」される
「トッカツ」の意味を考えておく。（2時
間）
事後学修：本時の学習内容で関心を持っ
たことをまとめる。（2時間）

詳細情報
授業の目的・到達目標 １　学習指導要領における特別活動の目標及び主な内容を理解し、説明することができる。

２　教育課程全体で取り組む特別活動の指導の在り方を理解し、説明することができる。
３　総合的な学習（探究）の時間の意義と教育課程において果たす役割について、教科を越えて必
要となる資質・能力の育成の視点から理解し、説明することができる。
４　探究的な学習の過程及びそれを実現するための具体的な手立てを理解し、自分の提案を発表す
ることができる。

履修上の注意事項 ・授業の計画・内容は、受講者数及びニーズに応じて一部変更する場合がある。
・授業の中でグループワークやグループディスカッションを取り入れるので、自分の学修経験を活
かし積極的に参加すること。
・可能な限り、スマートフォン、タブレット、ノートパソコン等の情報機器を持って参加すること
。（所有していない等の場合は個別に対応するので申し出ること）
・事前に参考資料に目を通し、事後には復習をしておくこと。(120分)

評価方法 ・毎回授業時に提出する小レポート（60％）、期末レポート（30％）、発表（10％）
・フィードバックとして、小レポートに対する解説を次の授業回に行う。

テキスト ・教科書は使用しない。
・必要に応じて「（小・中・高）学習指導要領解説―特別活動編」、「（小・中・高）学習指導要
領解説―総合的な学習（探究）の時間編」を文部科学省HPから各自でダウンロードし、活用できる
ようにしておくこと。

参考文献 ・参考資料については、授業中に適宜紹介する。

実務経験のある教員による授業の
有無

有

実務経験・実務経験を活かした教
育内容

・小学校教諭として特別活動や総合的な学習の時間の授業を実践、また指導主事、学校管理職、教
育センター所長として授業づくりを指導した経験を活かして、具体的な指導計画・授業実践・評価
の実例を取り上げながら授業を展開していく。

アクティブ・ラーニング及びICTを
取り入れた授業の実施

・授業内容に応じて、実践事例の紹介を行い、探究的な学び、調べ学習、グループワーク、ディス
カッション、ケーススタディ、ロールプレイなどを取り入れる。
・グループワーク等に、ICTを駆使した協働的な学びを通して資料作成およびプレゼンテーションを
行う。

担当教員情報
教員名

森江　一史



・特別活動及び総合的な学習（探究）の時間の授業づくりの実践について取り上げる。
・授業の計画・内容は、一部変更する場合がある。
・事前学修については、授業のテーマ（内容）についての下調べをしておく。
・事後学習については、講義で疑問に感じたことや発展的なことについて調べることを指導する。

授業計画

No. 内容（担当） 事前・事後学修 備考

2 学校教育全体における特別活動の意義と
役割

事前学修：小中高での「特別活動」で思
い出すことを整理しておく。（2時間）
事後学修：本時の学習内容で関心を持っ
たことをまとめる。（2時間）

3 学習指導要領における特別活動の目標と
内容

事前学修：特別活動のキーワードについ
て考えておく。（2時間）
事後学修：本時の学習内容で関心を持っ
たことをまとめる。（2時間）

4 学級活動・ホームルームの目標と内容 事前学修：「学級会の意義」をテーマに
したディスカッションの準備をしてお（2
時間）
事後学修：本時の学習内容で関心を持っ
たことをまとめる。（2時間）

5 児童会・生徒会活動の目標と内容 事前学修：印象に残っている児童会・生
徒会活動について整理しておく。（2時間
）
事後学修：本時の学習内容で関心を持っ
たことをまとめる。（2時間）

6 学校行事の目標と内容 事前学修：印象に残っている学校行事に
ついて整理しておく。（2時間）
事後学修：本時の学習内容で関心を持っ
たことをまとめる。（2時間）

7 教育課程全体で取り組む特別活動の指導
と評価の在り方

事前学修：特別活動の評価をどうするか
自分の考えを整理しておく。（2時間）
事後学修：本時の学習内容で関心を持っ
たことをまとめる。（2時間）

8 「総合的な学習（探究）の時間」の登場 事前学修：小中高での「総合的な学習（
探究）の時間」で思い出すことを整理し
ておく。（2時間）
事後学修：本時の学習内容で関心を持っ
たことをまとめる。（2時間）

9 実社会・実生活の課題を探究する学びと
は

事前学修：「探究する学びとは？」をテ
ーマにしたディスカッションの準備をし
ておく（2時間）
事後学修：本時の学習内容で関心を持っ
たことをまとめる。（2時間）

10 「総合的な学習（探究）の時間」の意義
と役割

事前学修：「総合的な学習（探究）の時
間の難しさ」をテーマにしたディスカッ
ションの準備をしておく。（2時間）
事後学修：本時の学習内容で関心を持っ
たことをまとめる。（2時間）

11 学習指導要領における総合的な学習の時
間の目標と内容

事前学修：前回配布した参考資料を読ん
で整理しておく。（2時間）
事後学修：本時の学習内容で関心を持っ
たことをまとめる。（2時間）

12 総合的な学習の時間を核とした単元配列
表の作成

事前学修：前回配布した参考資料を読ん
で整理しておく。（2時間）
事後学修：本時の学習内容で関心を持っ
たことをまとめる。（2時間）

13 「総合的な学習（探究）の時間」の指導
と評価の在り方

事前学修：前回配布した参考資料を読ん
で整理しておく。（2時間）
事後学修：本時の学習内容で関心を持っ
たことをまとめる。（2時間）

14 特色ある探究的な学習の実際 事前学修：前回配布した参考資料を読ん
で整理しておく。（2時間）
事後学修：本時の学習内容で関心を持っ
たことをまとめる。（2時間）



・特別活動及び総合的な学習（探究）の時間の授業づくりの実践について取り上げる。
・授業の計画・内容は、一部変更する場合がある。
・事前学修については、授業のテーマ（内容）についての下調べをしておく。
・事後学習については、講義で疑問に感じたことや発展的なことについて調べることを指導する。

授業計画

No. 内容（担当） 事前・事後学修 備考

15 特別活動及び総合的な学習（探究）の時
間の充実に向けて

事前学修：これまで取り上げた資料等を
整理し、学修を振り返っておく。（2時間
）
事後学修：本時の学習内容で関心を持っ
たことをまとめる。（2時間）



基本情報
科目名 教育方法・情報通信技術活用論

時間割コード 0529901801

ナンバリングコード Ｈ29019-L

開講所属 看護福祉学部口腔保健学科

ターム・学期 2025年度　第１学期

曜限 月　4,　他

開講区分 第１学期

単位数 2.0

学年 2

主担当教員 定方　太希

科目区分 卒業要件外の科目　要件外

必選区分 選択

授業計画

前半は，教育における方法論的な立場から，授業設計や指導技術の方法、教育方法の歴史や改革等について学ぶ。また，指導案作成につ
いても学習する。後半は，情報リテラシーや学習指導におけるICTの活用方法の理論及び実際について学習する。

授業計画

No. 内容（担当） 事前・事後学修 備考

1 授業のねらいと展開の方法／教育方法と
は何か（定方太希）

講義の特性から，事前学修は難しいが，
事後学修として，学習したことに関する
ことで，関心を持ったことや，疑問点に
ついて資料を集め，まとめる。

2 授業観と授業論（定方太希） 事後学修として，関心を持ったことや，
疑問点について資料を集め，まとめる。

3 現行の学習指導要領と授業設計の方法（
定方太希）

事後学修として，関心を持ったことや，
疑問点について資料を集め，まとめる。

4 基本的な指導技術（定方太希） 事後学修として，関心を持ったことや，
疑問点について資料を集め，まとめる。

5 多様な教育方法の理解（定方太希） 事後学修として，関心を持ったことや，
疑問点について資料を集め，まとめる。

6 学習指導案の作成（定方太希） 学習指導案の作成要領に従い，自分の指
導案を作成する。

7 学習の成果とその評価（定方太希） 事後学修として，関心を持ったことや，
疑問点について資料を集め，まとめる。

詳細情報
授業の目的・到達目標 １ ディプロマ・ポリシーに示された能力の育成を意識した内容・展開を目指す。

２ 多様な学習者に配慮した学習指導の方法を理解する。
３ 学習や学校生活における様々な場面に対する対応方法について理解する。
４ 授業効果を高めるための方法としての教育情報機器の利用について理解し，活用できるようにな
る。

履修上の注意事項 ・オムニバス形式で講義を行なう。授業の計画・内容は受講者のニーズやオムニバス担当者の都合
などに応じて一部変更する場合がある。
・授業方法はオムニバス担当者で異なり、探究的な学び、調べ学習、ディスカッション、ディベー
ト、グループワーク、発表などを取り入れることもある。これらの活動には自分の考えを持って積
極的に参加すること。

評価方法 オムニバス担当者毎に、課題に関する提出物の総合成績で評価する。

テキスト 使用しない。（毎回，学習プリント及び資料を配布する）

参考文献 毎回，資料を配布する。参考資料については，授業の中で随時提示する。

実務経験のある教員による授業の
有無

無

実務経験・実務経験を活かした教
育内容
アクティブ・ラーニング及びICTを
取り入れた授業の実施

授業内容に応じて、調べ学習やペアワーク、グループワークを取り入れる。

担当教員情報
教員名

森　信之、宮園　博光、定方　太希



前半は，教育における方法論的な立場から，授業設計や指導技術の方法、教育方法の歴史や改革等について学ぶ。また，指導案作成につ
いても学習する。後半は，情報リテラシーや学習指導におけるICTの活用方法の理論及び実際について学習する。

授業計画

No. 内容（担当） 事前・事後学修 備考

8 学習指導案の相互検討（定方太希） 学習指導案の作成要領に従い，自分の指
導案を作成する。

9 情報活用力（情報リテラシー能力）の学
習の実際（森信之）

講義の特性から，事前学修は難しいが，
事後学修として，学習したことをまとめ
る。

10 情報通信力（情報リテラシー能力）の教
育と課題（森信之）

事後学修として，学習したことをまとめ
る。

11 技術の発達と社会、教育の変化：新学習
指導要領で求められる情報活用能力（宮
園博光）

集中講義のため，時間的に，事前・事後
学修をすることは難しいので，疑問点や
課題を整理する。

12 教育におけるICTの活用（宮園博光） 疑問点や課題を整理する。

13 各教科におけるICTの活用（宮園博光）疑問点や課題を整理する。

14 学習環境および校務を支援するテクノロ
ジーの役割（宮園博光）

疑問点や課題を整理する。

15 模擬授業・研究授業における実施と評価
（宮園博光）

疑問点や課題を整理する。



基本情報
科目名 生徒指導論

時間割コード 0529901401

ナンバリングコード Ｈ29019-L

開講所属 看護福祉学部口腔保健学科

ターム・学期 2025年度　第２学期

曜限 他

開講区分 第２学期

単位数 2.0

学年 2

主担当教員 森江　一史

科目区分 卒業要件外の科目　要件外

必選区分 選択

授業計画

・学校現場における生徒指導の実際について、具体的な指導事例を挙げながら取り上げる。
・授業の計画・内容は、学修者のニーズに応じて一部変更する場合がある。
・事前学修については、授業のテーマ（内容）についての下調べをしておく。
・事後学習については、講義で疑問に感じたことや発展的なことについて調べることを指導する。

授業計画

No. 内容（担当） 事前・事後学修 備考

1 ガイダンス：「生徒指導」とは何か、そ
の位置づけは

事前学修：「生徒指導」のイメージにつ
いて考えておく。（2時間）
事後学修：本時の学習内容で関心を持っ
たことをまとめる。（2時間）

詳細情報
授業の目的・到達目標 １　教育課程における生徒指導の位置付けを理解し、説明することができる。

２　各教科・道徳・総合的な学習（探究）の時間・特別活動における生徒指導の意義や重要性を理
解し、説明することができる。
３　基礎的な生活習慣の確立や規範意識の醸成等の日々の生徒指導の在り方を理解し、説明するこ
とができる。
４　暴力行為・いじめ・不登校等の生徒指導上の課題の定義及び対応の視点を理解し、説明するこ
とができる。

履修上の注意事項 ・授業の計画・内容は、受講者数及びニーズに応じて一部変更する場合がある。
・授業の中でグループワークやグループディスカッションを取り入れるので、自分の学修経験を活
かし積極的に参加すること。
・可能な限り、スマートフォン、タブレット、ノートパソコン等の情報機器を持って参加すること
。（所有していない等の場合は個別に対応するので申し出ること）
・事前に参考資料に目を通し、事後には復習をしておくこと。(120分)

評価方法 ・毎回授業時に提出する小レポート（60％）、期末レポート（30％）、発表（10％）
・フィードバックとして、小レポートに対する解説を次の授業回に行う。

テキスト ・教科書は使用しない。
・必要に応じて「生徒指導提要（改訂版）」を文部科学省HPから各自でダウンロードし、活用でき
るようにしておくこと。

参考文献 ・参考資料については、授業中に適宜紹介する。

実務経験のある教員による授業の
有無

有

実務経験・実務経験を活かした教
育内容

・小学校教諭、指導主事、学校管理職、教育センター所長及び教育委員会事務局管理職として、学
校現場及び教育行政での経験を活かして、生徒指導をめぐる諸問題について、具体的な実例を取り
上げながら授業を展開していく。

アクティブ・ラーニング及びICTを
取り入れた授業の実施

・授業内容に応じて、実践事例の紹介を行い、グループワーク、ディスカッション、ケーススタデ
ィ、ロールプレイなどを取り入れる。
・グループワーク等に、ICTを駆使した協働的な学びを通して資料作成およびプレゼンテーションを
行う。

担当教員情報
教員名

森江　一史



・学校現場における生徒指導の実際について、具体的な指導事例を挙げながら取り上げる。
・授業の計画・内容は、学修者のニーズに応じて一部変更する場合がある。
・事前学修については、授業のテーマ（内容）についての下調べをしておく。
・事後学習については、講義で疑問に感じたことや発展的なことについて調べることを指導する。

授業計画

No. 内容（担当） 事前・事後学修 備考

2 学校現場における生徒指導の諸問題 事前学修：小中高で経験した「生徒指導
上の諸問題」をテーマにしたディスカッ
ションの準備をしておく。（2時間）
事後学修：本時の学習内容で関心を持っ
たことをまとめる。（2時間）

3 生徒指導の基本的な考え方（「生徒指導
提要」を紐解く）

事前学修：文部科学省ＨＰで「生徒指導
提要」の構成と概略を調べておく。（2時
間）
事後学修：本時の学習内容で関心を持っ
たことをまとめる。（2時間）

4 教育課程と生徒指導との関連 事前学修：各教科等の指導における「生
徒指導の機能」について考えておく。（2
時間）
事後学修：本時の学習内容で関心を持っ
たことをまとめる。（2時間）

5 規範意識・倫理観を醸成する日常的な生
徒指導とは

事前学修：「規範意識」「倫理観」のイ
メージについて考えておく。（2時間）
事後学修：本時の学習内容で関心を持っ
たことをまとめる。（2時間）

6 いじめの実態と養護教諭としての対応 事前学修：「いじめへの対応」をテーマ
にしたディスカッションの準備をしてお
く。（2時間）
事後学修：本時の学習内容で関心を持っ
たことをまとめる。（2時間）

7 不登校の実態と養護教諭としての対応 事前学修：「不登校への対応」をテーマ
にしたディスカッションの準備をしてお
く。（2時間）
事後学修：本時の学習内容で関心を持っ
たことをまとめる。（2時間）

8 ネット事情と養護教諭としての対応 事前学修：「ネット事情」をテーマにし
たディスカッションの準備をしておく。
（2時間）
事後学修：本時の学習内容で関心を持っ
たことをまとめる。（2時間）

9 非行・暴力の実態と養護教諭としての対
応

事前学修：「非行・暴力」をテーマにし
たディスカッションの準備をしておく。
（2時間）
事後学修：本時の学習内容で関心を持っ
たことをまとめる。（2時間）

10 小学校での生徒指導の現状
（養護教諭の立場から）

事前学修：小学校で経験した「生徒指導
上の諸問題」をテーマにしたディスカッ
ションの準備をしておく。（2時間）
事後学修：本時の学習内容で関心を持っ
たことをまとめる。（2時間）

11 中学・高校での生徒指導の現状（養護教
諭の立場から）

事前学修：中学・高校で経験した「生徒
指導上の諸問題」をテーマにしたディス
カッションの準備をしておく。（2時間）
事後学修：本時の学習内容で関心を持っ
たことをまとめる。（2時間）

12 家庭・地域・関係機関との連携（養護教
諭の立場から）

事前学修：「万引き」発覚後の指導を例
に、対応のイメージについて考えておく
。（2時間）
事後学修：本時の学習内容で関心を持っ
たことをまとめる。（2時間）

13 生徒指導ケーススタディⅠ（養護教諭の
立場から）

事前学修：「少年非行の早期発見」をテ
ーマにしたロールプレイの準備をしてお
く。（2時間）
事後学修：本時の学習内容で関心を持っ
たことをまとめる。（2時間）



・学校現場における生徒指導の実際について、具体的な指導事例を挙げながら取り上げる。
・授業の計画・内容は、学修者のニーズに応じて一部変更する場合がある。
・事前学修については、授業のテーマ（内容）についての下調べをしておく。
・事後学習については、講義で疑問に感じたことや発展的なことについて調べることを指導する。

授業計画

No. 内容（担当） 事前・事後学修 備考

14 生徒指導ケーススタディⅡ
（養護教諭の立場から）

事前学修：「校則違反」をテーマにした
ロールプレイの準備をしておく。（2時間
）
事後学修：本時の学習内容で関心を持っ
たことをまとめる。（2時間）

15 「生徒指導論」で学んだこと 事前学修：これまで取り上げた資料等を
整理し、学修を振り返っておく。（2時間
）
事後学修：本時の学習内容で関心を持っ
たことをまとめる。（2時間）



基本情報
科目名 教育相談（カウンセリングを含む）

時間割コード 0529901501

ナンバリングコード Ｈ29019-L

開講所属 看護福祉学部口腔保健学科

ターム・学期 2025年度　第２学期

曜限 他

開講区分 第２学期

単位数 2.0

学年 2

主担当教員 松﨑　美枝

科目区分 卒業要件外の科目　要件外

必選区分 選択

授業計画

授業の最後に次の授業内容を予告するので，その内容について調べておく（120分）。授業の復習を行うこと（120分）
毎回、レポートや課題確認問題などで学修達成度を確認する。同時に、授業の振り返りと質問等を書かせるが、前時の質問に対しては授
業の冒頭に答える。

授業計画

No. 内容（担当） 事前・事後学修 備考

1 教育相談の考え方、教育相談の位置付け
、生徒指導と教育相談（松﨑）

事前（120分）本時の授業内容に関わる部
分について事前に調べておく。事後（120
分）授業後は復習を行って理解を深める
。

2 児童生徒理解の基礎Ⅰ（教育相談の内容
、発育発達、疾病等の一般的理解）（松
﨑）

事前（120分）本時の授業内容に関わる部
分について事前に調べておく。事後（120
分）授業後は復習を行って理解を深める
。

詳細情報
授業の目的・到達目標 教育相談とは、一人一人の子どもの教育上の諸問題について本人または、保護者、教師などにその

望ましい在り方について指導助言することを意味しているが、特に学校生活において不適応を訴え
る児童生徒、保護者に対して主として個別援助するとき、これらの悩みや問題行動に対してどのよ
うに理解し、具体的に対応していったらよいのか説明できる。
本科目の履修を通して，基礎から積み上げた体系的な教養を身につけ、論理的・学際的思考力を涵
養しつつ、課題を探求し問題を解決できる能力を養う。

履修上の注意事項 ・授業の最後に次の授業内容を予告するので、それについて予習をしておく。（120分）
・授業の復習を行うこと。（120分）
・毎回、レポートや課題確認問題などで学修達成度を確認する。同時に、授業の振り返りと質問等
を書かせるが、前時の質問に対しては授業の冒頭に答える。

評価方法 レポートにより評価する。

テキスト 特になし。随時プリントを配付する。

参考文献 ・生徒指導提要　文部科学省

実務経験のある教員による授業の
有無

有

実務経験・実務経験を活かした教
育内容

松﨑：養護教諭として公立学校勤務経験
豊永：教諭（教育相談担当）として県立高校勤務経験，スクールカウンセラーとして公立学校勤務
経験

アクティブ・ラーニング及びICTを
取り入れた授業の実施

グループワークによる演習・発表を行う。

担当教員情報
教員名

豊永　亨輔、松﨑　美枝



授業の最後に次の授業内容を予告するので，その内容について調べておく（120分）。授業の復習を行うこと（120分）
毎回、レポートや課題確認問題などで学修達成度を確認する。同時に、授業の振り返りと質問等を書かせるが、前時の質問に対しては授
業の冒頭に答える。

授業計画

No. 内容（担当） 事前・事後学修 備考

3 児童生徒理解の基礎Ⅱ（個別的理解とそ
の方法）（松﨑）

事前（120分）本時の授業内容に関わる部
分について事前に調べておく。事後（120
分）授業後は復習を行って理解を深める
。

4 マルチレベルアプローチ(豊永） 事前（120分）本時の授業内容に関わる部
分について事前に調べておく。事後（120
分）授業後は復習を行って理解を深める
。

5 学級で実施するＳＳＴ（豊永） 事前（120分）本時の授業内容に関わる部
分について事前に調べておく。事後（120
分）授業後は復習を行って理解を深める
。

6 状態のアセスメント（豊永） 事前（120分）本時の授業内容に関わる部
分について事前に調べておく。事後（120
分）授業後は復習を行って理解を深める
。

7 援助資源マップ（豊永） 事前（120分）本時の授業内容に関わる部
分について事前に調べておく。事後（120
分）授業後は復習を行って理解を深める
。

8 カウンセリングとチーム援助（豊永） 事前（120分）本時の授業内容に関わる部
分について事前に調べておく。事後（120
分）授業後は復習を行って理解を深める
。

9 認知行動療法（豊永） 事前（120分）本時の授業内容に関わる部
分について事前に調べておく。事後（120
分）授業後は復習を行って理解を深める
。

10 家族心理学（１）（豊永） 事前（120分）本時の授業内容に関わる部
分について事前に調べておく。事後（120
分）授業後は復習を行って理解を深める
。

11 家族心理学（２）（豊永） 事前（120分）本時の授業内容に関わる部
分について事前に調べておく。事後（120
分）授業後は復習を行って理解を深める
。

12 応用行動分析（豊永） 事前（120分）本時の授業内容に関わる部
分について事前に調べておく。事後（120
分）授業後は復習を行って理解を深める
。



授業の最後に次の授業内容を予告するので，その内容について調べておく（120分）。授業の復習を行うこと（120分）
毎回、レポートや課題確認問題などで学修達成度を確認する。同時に、授業の振り返りと質問等を書かせるが、前時の質問に対しては授
業の冒頭に答える。

授業計画

No. 内容（担当） 事前・事後学修 備考

13 学校における教育相談の担い手（松﨑） 事前（120分）本時の授業内容に関わる部
分について事前に調べておく。事後（120
分）授業後は復習を行って理解を深める
。

14 教育相談の課題について（松﨑） 事前（120分）本時の授業内容に関わる部
分について事前に調べておく。事後（120
分）授業後は復習を行って理解を深める
。

15 教育相談の機関と援助事業、支援ネット
ワークについて（松﨑）

事前（120分）本時の授業内容に関わる部
分について事前に調べておく。事後（120
分）授業後は復習を行って理解を深める
。


